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論文審査の要旨 

 

口蓋裂患者の顎裂部や辺縁性歯周炎による骨吸収などのような顎顔面領域

の骨欠損は、小型だが複雑な形態を示すため治療が困難である。本研究は、ラッ

ト骨髄から間葉系細胞を採取して、骨芽細胞分化誘導培地で培養して骨形成細胞

シートを作製し、この骨形成細胞シートの単独移植が顎顔面骨再生治療に応用できる

かを検討したものである。 

まず、ラット大腿骨より骨髄を採取し初期培養を行い、デキサメタゾン、アスコルビ

ン酸添加培地による 2 次培養により骨形成細胞シートを作製した。さらに、ラット下顎

骨に存在する間隙を骨欠損モデルとして、同部位に骨形成細胞シートを移植した。移

植組織を組織学的、X 線学的に評価したところ、単層細胞成分のみならず数層に重

なった細胞が観察され、骨蛋白も豊富に含有することから高い骨形成能を有すること、

移植組織が周辺と一体化して自然な骨組織にリモデリングされていることが証明され

た。 

本研究は、ラット下顎骨の間隙を骨欠損モデルとし、骨形成細胞シートを移植し、

骨形成を確認したもので、将来的に臨床応用が期待できる有意義な研究と評価で

きる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、口腔顔面機能制御医学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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